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研究成果の概要（和文）：本研究は近赤外線スペクトロスコピー（NIRS）を用いて、自閉症スペ

クトラム障害（ASD）の前頭葉機能の経年変化パタンを明らかにすることを目的とした。定型発

達群のデータにより、認知課題遂行中の前頭前野の血流変化に関して、発達に伴い血流変化が

大きくなることが明らかになった。また、精神年齢と暦年齢を統制した ASD群と定型発達群と

の比較を行なったところ、ASD群では前頭前野の血流変化が小さい傾向が見られた。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study was exploring the developmental change of 
prefrontal function in children with autism spectrum disorders (ASD) using the 
near-infrared spectroscopy. In the typically developing children, the relative change 
of oxy-hemoglobin was correlated with their age. On the other hand, children with ASD 
presented the smaller change than age- and IQ-matched typically developing children. 
Furthermore, there were no correlations between the oxy-hemoglobin and their age. 
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１．研究開始当初の背景 

自閉症・アスペルガー障害などの自閉症ス
ペクトラム障害は、対人関係の問題を主体と
し、遺伝要因と環境要因とが絡み合い発症す
る疾患である。全般的な知的機能や行動特徴
などの臨床症状は個々によって異なり、単一 
の疾患というよりはさまざまな表現型を持
ったスペクトラムであると考えられること
からこのような呼び名がついている。その背
景には注意、言語、他者の感情・行動予測な
どの認知機能障害が想定されているが、こう

した臨床的異常の背景にある脳機能障害は
明らかになっていない。また、自閉症スペク
トラム障害は、3 歳以前に発症しその後、一
生涯続く疾患であるため、ある時点での脳機
能障害の解明だけでなく、脳機能の発達的変
化や成熟という視点での検討が必要である
にも関わらず、そのような視点に立った研究
はほとんど行われていない。 
 
２．研究の目的 
本研究は、自閉症スペクトラム障害の前頭
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葉機能障害を中間表現型とみなし、その経年
変化パタンを明らかにすることにより、生物
学的マーカーに基づく異種性を検索するこ
とを目的とした。 
 
３．研究の方法 

（１）対象 定型発達児童48名と東京大学医

学部附属病院こころの発達診療部に通院する

患者をリクルートし、10名のデータ収集を行

なった。自閉症の診断および重症度について

は、DSM-IV、CARS (Childhood Autism Rating 

Scale)を用いて評価した。認知機能を評価す

るために、ウエクスラー知能検査(WISC-III)

を、実生活場面での行動の評価のために、CBCL 

(child behavior check list)を実施した。さ

らに、定型発達児に対しては、小児・青年用

精神疾患簡易構造化面接法(M.I.N.I KID)お

よび対人反応性尺度(SRS)を実施し、精神疾患

を持たないことを確認した。実施に際しては、

保護者および本人に対し、書面にて説明を行

ない、書面で同意を得た。 

（２）装置  2チャンネル NIRS  装置
(NIRO200, 浜松ホトニクス社)を用いて、左
右前頭前野（Fp1, Fp2  (国際 10/20法)）で
の脳血流量を計測した。認知課題には、語流
暢課題を用い、「あ」で始まる言葉をできる
だけたくさん言うよう被験者に教示した。語
流暢課題は 30秒間として、課題の開始前 30
秒間の安静時をベースラインとして、認知課
題遂行中の平均ヘモグロビン変化量を解析
した。 
 
４．研究成果 

（１）定型発達児の前頭前野の発達 

定型発達群の縦断的および横断的データに
より、認知課題遂行中の前頭前野の血流変化
に関して、発達に伴い血流変化が大きくなる
という経年変化を捉えることができた（図
１）。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図１．年齢とoxy-hemoglobin変化量の相関 

課題遂行成績（単語の生成数）を統制しても、

年齢と血流変化の有意な相関が示された。 

（２）自閉症スペクトラムの前頭前野の発達 

精神年齢と暦年齢を統制した自閉症スペク

トラム(ASD)群と定型発達群との比較を行な

ったところ、課題遂行成績に差は認められな

かったが、ASD 群では前頭前野の血流変化が

小さい傾向が見られた（図２）。 

さらに、年齢と血流変化量との相関を調べた
ところ、ASD 群では有意な相関が認められな
かった（図３）。 



 
図２．両群の hemoglobin波形 
 
 

 
図３．両群の散布図 
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